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【緒言】 

近年のソフトテニスでは攻撃型並行陣と言われるプレ

ースタイルが登場したことにより、攻撃的なプレースタイ

ルが注目を浴びてきている。ソフトテニスにはサービスや

ストローク、ボレーなど様々な打法がある中で、特にフォ

アハンドストロークは、最も基本的かつ頻繁に使用される

打法である。そのため、フォアハンドストロークの球速を

高めることがパフォーマンスの向上にとって重要である

と考えられる。しかし、先行研究は上肢とフォアハンドス

トロークの関係性をみたにとどまり、下肢とフォアハンド

ストロークの関係性についての研究はあまりない。 

そこで本研究は、大学ソフトテニス選手におけるフォア

ハンドストローク中の足底圧変化と球速の関係性を明ら

かにし、今後の指導に知見を得ることを目的とした。 

【方法】 

被験者はソフトテニス競技において全国大会出場経験

のある、利き腕が右腕の大学男子軟式庭球部員（平均身長

174.8±4.3㎝、体重 66.1±5.4kg、年齢 19.9±1.1歳、競

技歴 9.0±2.6 年）であった。被験者に十分なウォームア

ップを行わせた後、テニスコートにてフォアハンドストロ

ークの打球速度と足底圧の計測を行った。フォアハンドス

トロークは設定した範囲内に全力で打つことを被験者に

指示し、設定した範囲内に入った 3 球を解析対象とし、3

回の球速の平均速度を各被験者の球速として採用した。足

底圧の計測には F-Scan を使用し、インソール下面に足底

圧分布センサシートを装着して、フォアハンドストローク

中の足底圧を記録した。記録したデータから足底を前後

50％、内外側 50％の 4 領域に分割しそれぞれを前内側、

前外側、後内側、後外側とした。足底圧は両足とも測定し、

右足を軸足、左足を前足とした。足底圧の解析範囲はイン

パクトの瞬間を 0秒とし、そこから-0.4～0.2秒までとし

た。ハイスピードカメラと同期することでインパクトの瞬

間とインパクト前の足底圧を算出した。インパクト前はイ

ンパクト時より 0.035秒～0.05秒の範囲内の平均とした。

実験から得られたデータについて、ピアソンの相関係数を

求め、有意性を判定した。なお、有意水準は 5％未満とし

た。 

 

 

 

【結果】 

 各被験者のフォアハンドストローク中の足底圧変化に

ついて、被験者の 9人中 5人が前足前内側部でインパクト

よりも早い段階で、強い圧力を生じている。インパクト前、

インパクトの軸足足底圧と球速との関係については、特に

どの領域においても有意な相関は認められなかった。イン

パクト前、インパクトの前足足底圧と球速との関係につい

ては、インパクト前とインパクトどちらとも前外側部で有

意な相関が認められた(ｐ＜0.05)。 

【考察】 

足底圧の推移から、インパクトの 0.1～0.2 秒前に、軸

足前部にかかっていた圧力が前足前部に移動することが

読み取れた。このとき前足前部に強い圧力が生じているの

は、軸足から前足の並進運動で得たエネルギーを、体幹、

上肢、ラケットへと伝わっていくための時差であると考え

られる。つまり、インパクト直前のほんの短い時間の中で、

前足前外側部の踏ん張りによる反作用が、瞬間的に力の方

向を変換している。これらのことから、フォアハンドスト

ロークにおいて球速を上げるためには、前足前外側部の踏

ん張りを強くし、回転速度を上げる必要があると考えられ

る。また、前足前外側部に強い足底圧が加わっていること

から、前足前外側部が回転軸の中心となっていることが考

えられる。 

現在あるソフトテニスの指導書・解説書には「インパク

トに向けて重心は前足へと移動させ、腰も前方に回転させ

る」や「重心を軸足から前へと移動させていくことで、力

強く、正確なストロークを行うことができる」というよう

な曖昧な表現しかない。つまりこれまでの指導書・解説書

の大半は著者の感覚によって書かれていて、科学的根拠は

全くないと言える。そのため、今後のソフトテニスの発展

のためにも、これからの指導書・解説書にはどのタイミン

グで、足底のどの部分に力が加わっているべきなのかとい

うことを、科学的根拠に基づいた上で示していくべきであ

る。 

【結論】 

 ソフトテニスのフォアハンドストロークにおいて、前足

前外側部の足底圧は球速に影響することが示唆された、今

後はこの知見にに基づいたフォアハンドストロークの指

導が望まれる。 


